
① 平成 25年度 第 1回県下一斉学力診断テスト問題

１年 数 学

試験時間 60分 100点満点

＜受験上の注意＞

⒈ 開始の合図があるまで、この冊子を開かないこと。
⒉ 問題は 1 ～ 5 まであり、すべて必答問題です。
⒊ 解答用紙はこの冊子の中にはさんであります。
⒋ 解答用紙には、組、番号、氏名をはっきりと記入すること。
⒌ 解答はすべて解答用紙に記入すること。
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1 次の各問いに答えよ。

(1) 次の計算をせよ。

ア 5− (−2)3 ÷ 8 イ 6√
3
− (3−

√
3)2

ウ x2y × 6x3y2 ÷ (−2xy) エ 2x+ y

5
− x− y

3

(2) ax2 − 16ay2 を因数分解せよ。

(3) 方程式 x2 − 3x− 1 = 0を解け。

(4)
27

n− 5
が自然数となるような整数 nをすべて求めよ。

(5) 右の図のような 1辺の長さが 4の正方形の内部に半径 2の

半円 4つが図のように重なっている。

斜線部分の面積を求めよ。
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(6) 右の図のように∠ACE = ∠ECDのとき，∠AECを求めよ。
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(7) 4つのカード 1 , 2 , 3 , 4 が箱に入っており，2枚のカードを同時に取り出す。このとき，カー

ドにかいてある数の和が 5になる確率を求めよ。

(8) ある生徒の 6種類のテストの得点は次のようになった。

72, 65, 88, 45, 76, 77

ア テストの得点の平均値を求めよ。

イ テストの得点の中央値を求めよ。

１年数学 － 2 －



2 ある中学校の昨年の生徒数は，男女あわせて 460人であった。今年は，昨年と比べて，男子の人数は

20％減少し，女子の人数は 10％増加して，男女あわせて 440人になった。

昨年の男子の人数を x人，女子の人数を y として，次の問いに答えよ。

(1) x, y の連立方程式を作れ。

(2) 今年の男子の人数と女子の人数を求めよ。

3 図のように放物線 y = ax2と直線 lが

あり，2 点 A(−4,−8) と B で交わって

いる。ただし，点 B の x 座標は正とす

る。直線 lと x軸との交点を Cとする。

このとき，次の問いに答えよ。

ただし，原点を Oとする。
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(1) 定数 aの値を求めよ。

(2) 点 Bの y 座標が −2のとき，

ア 直線 lの式を求めよ。

イ 点 Cの座標を求めよ。

(3) �AOBと�BOCの面積比が 1 : 3となるような，点 Bの座標を求めよ。
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4 右の図のように，1辺の長さが 6 cm の正三角形 ABCとひし形

ADEFがあり，点 Dは辺 AC上にある。また線分 CFと辺 DEと

の交点を Gとする。AF//BC，CD = 2 cmのとき，次の問いに答

えよ。
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2cm(1) AFの長さを求めよ。

(2) BD = CFを証明せよ。

(3) �EFGと四角形 ACEFの面積比を，最も簡単な整数の比で表せ。

5 下の図Ⅰは，1辺が 2 cmの立方体である。このとき，次の各問いに答えよ。

(1) 図Ⅰの立方体の対角線 AGの長さを求めよ。

(2) 下の図Ⅱは，図Ⅰの立方体の 8 つの頂点が，点 O と中心とする球にぴったりとくっついている。

このとき，

ア 球の半径の長さを求めよ。

イ 球の体積，表面積をそれぞれ求めよ。

(3) 右の図Ⅲは，図Ⅰの立方体の 1つの面 EFGHを底面とし，PE = PF = PG = PHである四角すい

P–EFGHで，その 5つの頂点は，図Ⅱにぴったりとくっついている。このとき，四角すい P–EFGH

の体積を求めよ。
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